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本の出版＆出版記念セミナーを開催いたしました。 
弁護士稼業も 20 年を超え社会的に耳目を集める事案を担当したことで、全国

の弁護士に私の名前が少し知られたことをきっかけに、弁護士をはじめとする士業の
方のサポートを目的とした「士業レスキュー」というサービスを立ち上げました。立ち上
げた後、それこそ若手からベテランまで全国の弁護士からご相談をいただいておりま
す。 
そうした経験を踏まえ、2023 年 8 月に第一法規から「懲戒請求・紛議調停を

申し立てられた際の弁護士実務と心得」を出版しました。完全にターゲットは弁護
士のみのニッチな書籍なのでそこまでニーズは広がらないのではないかと思っていたの
ですが、思いのほか反響をいただいております。10 月 5 日には第一法規の主催で
出版記念セミナー（ウェビナー）を開催していただきました。130 人以上の申込み
があり、盛況に終えることができました。 
信頼が基本の弁護士業務、弁護士の評判を知るのは他の弁護士ということで、弁
護士の信頼の厚い弁護士に依頼しましょう（笑） 

弁護士法人ＡＳＫ 代表社員弁護士 伊藤 諭 

 

固定残業代って言葉を聞いたこ
とがあったり、すでに導入されている
会社さんも多いかと思いますが、こ
の制度については未だに正確に理
解していなかったり、誤解している
方も多く、正確な理解のもとで導
入しなければ、後で痛いしっぺ返し
を食らうことになります。 
今一度、制度の理解を深めても

らいたいと思い、紹介いたします。 
1. 固定残業代制度とは 

固定残業代とは、時間外労働・
深夜労働・休日労働などの各割
増賃金について一定の金額を支
払うことをあらかじめ合意する制度
です。 

例えば､1か月あたり 20時間相
当の時間外労働分の金額を固定
で残業代として支払うとして合意す
る制度です。 
2. よくある誤解 

いまだによくある誤解ですが、固
定残業代を支払えば、何時間時
間外労働をさせても、固定残業代
以上の残業代を支払わなくてよい
と思っている経営者が意外にもいら
っしゃるということです。 
これは大きな誤解であり､固定

残業代制度は､上記の例でいうと
月に10時間の残業だったとしても､
20時間分の固定残業代を支払う
という合意であるとともに､20 時間
以上の残業をした場合には、超過

分の残業代は支払う必要がありま
す。 
したがって固定残業代制度は何

時間労働させても、残業代の上限
を決めたものではなく、効率よく仕
事をこなすことに対してのインセンテ
ィブのようなものです。 
このような誤解のもと固定残業

代制度を運用すると後々、多額の
残業代を請求されることになります。 
3. 正確に固定残業代制度を
導入しないと手厳しいしっ
ぺ返し 

固定残業代の趣旨として「●●
手当」を支給していた場合に、その
手当が固定残業代の趣旨として

固定残業代って、なに？ 

知人・友人などからのご紹介案件も大歓迎です。ご相談の
予約については、当事務所 HPの問合せフォームまたはお電
話にて承ります。 

（書影） 



明確になっていなかったり、労働者
に正確に伝わっていない場合、●
●手当を支給しながら、①残業代
の支払いを一切否定されてしまうだ
けでなく（固定残業代であれば、
その支給分は総額の残業代から
差し引けますが、差し引けなくなり
ます）、②当該手当が残業代の
計算の上乗せとなってしまい、残業
代の単価が高くなってしまうことにな
ります。 
4. 固定残業代として有効とな
る要件 

会社が支払っている手当などが、
固定残業代として残業代の全部ま
たは一部の支払いとして認められる
ための要件は最高裁判例が示して
います。 
① 時間外労働などの割増賃金の
趣旨で支払われていること 

② 通常の労働時間の賃金と割増
賃金部分が判別できること 
が少なくとも必要となります。 
加えて、労働者との紛争を回避

するためには、 

③ 何時間分の時間外等の労働分
の手当か明確にすること 

④ 割増賃金の額が固定残業代の
金額を上回る場合、その差額を
支払う旨の合意 

※ ただし、最高裁判例ではこの合意
を必須要件とはしておらず、また
合意がなくても差額は支払わなけ
ればならないため、必ずしも必要
ではありませんが、双方の認識を
明確にして誤解をなくすことが、紛
争回避につながります。 

5. 就業規則・賃金規程で明
確に定めましょう 

固定残業代の趣旨で支払って
いた●●手当は、ちゃんと労働者
にその趣旨が伝わっているでしょうか。 
少なくとも、上記で述べたとおり、

割増賃金として支払われていたこと
が明確で、通常労働の賃金と判
別できないと、固定残業代の支払
いとしても認められません。 
固定残業代の趣旨で手当など

を支払っている場合には、明確に

就業規則・賃金規程で定めておく
ことが望まれます。 
6. 固定残業代の撤廃、縮小
について 

上記のとおり、固定残業代はい
わば従業員の福利厚生的な意味
合いが強く、会社側のメリットとして
は、労働者が効率よく仕事をこなし、
トータルの残業を減らす効果、残
業代の計算作業を減らす効果など
になります。 
決していくら労働させても、固定

残業代しか支払わなくてもよいとい
う制度ではありません。 
したがって会社側としてはあまりメ

リットを感じられないのであれば、固
定残業代の縮小やそもそもやめる
ことも検討されるかもしれません。 
ここで注意が必要なのは、固定

残業代の撤廃・縮小は労働者にと
っての不利益変更にあたるため、個
別の同意が必要になりますので注
意してください。   

（弁護士 竹内克己） 
 

事業活動をしていると、トラブル
や不祥事が発生することは避けら
れません。日本大学においては、せ
っかく理事長が交代して生まれ変
わろうとしていた矢先の運動部員に
よる薬物不祥事が発生し、記者
会見が行われました。ジャニーズ事
務所では、何十年も前からの先代
のセクシャルスキャンダルが暴かれ事
業の根幹を揺るがす事態になって
います。結局、最初の会見では当
初設定した防波堤を易々と突破さ
れ、2 度目の会見では会社を潰す
発表までさせられてしまいました。 
これらを他山の石として、企業に

とって望ましい不祥事対応を考えて
みたいと思います。 
 ゴール設定を誤らない 

まず、「絶対に破られてはいけな
いライン」をどこに設定するかという
問題です。 
このラインは「絶対に破られては

いけない」ので、悲観的でなくては
いけません。ラインを上げすぎると、
そこを突破された瞬間にディフェンス
がいないままゴールを決められ、組
織が崩壊します。 
多分に後講釈が入りますが、適

切なゴール設定としてはいずれも
「事態の収束を図り組織が生き残
ること」だったように思います。おそら
く、両社の今回の会見を見ると、い
ずれも「お客さん（学生や取引先）
の確保」にゴール設定を置いていた
ように思います。これではラインが前
過ぎたのでしょう。 

 ゴール設定したらそれ以外
は捨てる 

ゴールを設定したら、全力でそこ
を守らないといけません。スケベ心を
出して、あれもこれもと守っていては
ゴール前の最終ラインの守備が疎
かになります。 
事態の収束につながらない「私

たちの対応は適切だった」とか「私
は知らなかった」とかの言い訳はどう
でもいいのです。 
 自らコントロールできないこと
をコントロールしようとしない 

自社がコントロールできるのは自
社のことだけです。自社以外の事
柄はそれぞれが決めることです。今
後も受験者数を維持したいとか、
取引を継続したい、というのはまさ

中小企業も他人事ではない？ 記者会見にみる危機管理対応 



に自社ではコントロールできないこと
です。できるのは「受験生や取引先
にメッセージを伝えること」に尽きま
す。判断するのは先方であり、「取
引が維持できた」というのは単なる
結果です。 
 1 に誠意、2 に誠意、3、4

がなくて 5に決意 

弁護士がいうのもどうかと思いま
すが、どうにも感情と法は食い合わ
せが悪いものです。正確なデータ、
情報をお伝えすることで「誠意」を
見せる必要がありますが、その評価
を自ら言ってしまうのは逆効果です。
法的な正当性を主張するのは、裁
判所で行うにとどめるべきであって、
記者会見で行うべきではありません。
記者会見においてジャッジする人は、
記者だったり聴衆だったり、果てはメ
ディアで視聴する顧客（予備軍）
であって、裁判所ではないのです。 

嘘やごまかし、問いに答えない態
度というのは最悪です。新たな火
種となって「何のための記者会見だ
ったのか？」となってしまいます。 
記者会見で見せるのはまず誠意。

誠意に誠意を尽くして、最後にゴー
ルに向けた決意を見せるのです。 
 「おもしろい画」を与えない 

現代は SNS 等でネタが拡散さ
れる時代です。事態収束を図る記
者会見で、一般視聴者が喜ぶよう
な「ネタ」を提供することは愚の骨
頂です。人間誰しも感情はありま
すが、そこが抑えきれなくなると向こ
う何年もネットのおもちゃにされかね
ません。あくまでも謝罪会見は「事
態収束」のためであることを忘れず
に、会見自体が次の事態を生むよ
うなことは現に慎むべきです。 

 
 ピンチはチャンス 

みている周りの人が、「会社がこ
こまでするのか」とドン引きするくらい
の決意を見せることができれば、こ
のピンチはむしろチャンスに変えられ
ます。 
初動を早く、情報は正確にお伝

えし、かつ余計な言い訳をしないと
いう態度が認められれば、企業の
姿勢をむしろポジティブに評価して
もらえるチャンスにもなります。古くは
ジャパネットたかたや、最近では
KDDI の会見などがその例にあたり
ます。 
誠実さに勝る経営手法はないと

思っています。もし（こんなことない
方がいいに決まってますが）このよ
うな場面にでくわしたら、是非とも思
い出していただけますと幸いです。 

（弁護士 伊藤 諭） 
 

 
 

 

今号の巻頭言では、伊藤が本
を出版したことが書かれていますが、
今夏、私が一部執筆を担当した
書籍も出版されました。 
望月ほか編「これで防げる！学

校体育・スポーツ事故 科学的視
点で考える実践へのヒント」（中央
法規）です。 
この書籍は、弁護士、医師、教

員、技術士など多分野の執筆者
が、児童生徒等の安全を確保し、
安心して学校体育、スポーツ活動
が行えるようにするにはどうしたらよ
いかとの視点で、日本スポーツ振興
センターのデータを活用、分析して

得た結果を凝縮した内容を盛り込
んだものとなっています。 
私は、第 3章 4「乳幼児の事故」

を担当いたしました。私も小さな子
どもを 2 人もつ親ですので、執筆し
ながら身につまされる思いでした。こ
の書籍が 1 件でも多くそういった不
幸な事故の予防に役立てばと願っ
てやみません。 
お近くにスポーツ関係者、学校、

幼保関係者がいらっしゃいましたら、
是非本書をおすすめいただけると幸
いです。 

（弁護士 柴田 剛） 
 

 
 

 
  

柴田も本を出しました📕📕 



Coffee Break 
 みなさんは、「STREAMER COFFEE COMPANY」というカフェを

御存じでしょうか。渋谷や中目黒をはじめ国内に複数店舗を構える

スペシャリティコーヒーなどを扱うサードウェーブ系*のカフェです。そんな

サードウェーブの一角を担う STREAMER COFFEE COMPANY が

プロデュースしたカフェがなんと川崎駅近く、というより駅直結の場所に

あります。その名も「REVOLVER - Booze & Coffee -」。ミュー

ザ横にあるホテルメトロポリタン内のロビー階にあるお店です。このお店

も STREAMER COFFEE COMPANY同様“ラテ”（エスプレッソを

ミルクで割ったもの）がおいしいのですが、個人的には夏季限定のエ

スプレッソトニック（エスプレッソを炭酸水で割ったもの（写真右））がおすすめです。尋常ではない暑さだった今夏もこ

のエスプレッソトニックがエナジードリンクとして疲れた体を癒やしつつ元気をくれました。急に気温が下がってきた昨今、お

近くに寄った際には是非足を運んで暖かくておいしいコーヒーを味わってみてはいかがでしょうか。（REVOLVER - Booze & 

Coffee –〒212-0014 川崎市幸区大宮町 1-5） 

(*)サードウェーブとは、コーヒー豆本来の持つ香りや味を引き出すために、そのコーヒー豆に適した焙煎・抽出方法・温度にこだわったコーヒ
ーを提供するお店なんかを意味します。スタバやタリーズなどシアトル系のカフェはセカンドウェーブと呼ばれています。 

（弁護士 柴田 剛） 
 

 

10月から事務局に関わる業務で少し変化がありました。 
１つ目は裁判所に納める切手の額が変わったこと。裁判所に事件を申し立てる場合、前もって切手または切手相

当額の現金を納める必要があり、切手の額の値上がりに併せて、裁判所に納める切手等の金額も値上がりました。 
２つ目はインボイス制度が開始されたことで請求書を作り変えたこと。弁護士・事務局ともに意見を出し合い、双方

の意見が反映されたものに仕上がりました。あとはお客様からご意見があれは随時改善していきたいと思っております。 
前述したように、当事務所は少人数を活かし、弁護士・事務局が発案、意見を言いあえる風通しのよい組織であ

ることが魅力の一つです。この良いところが皆様へのサービスにつながるように日々の業務に励んで参ります。 
（事務局 林田） 

 

Petit trip 
10 月 7 日・8 日の 2

日間、私の地元である栃
木県鹿沼市において、コ
ロナ禍による中断を経て 4
年ぶりに「鹿沼秋祭り」が
開催されました。私も連
休を利用して久しぶりにお
祭りを見てきました。このお
祭りは、市内にある今宮
神社（写真左）の祭礼

として行われるもので、目玉は“屋台”です。屋台とはいっても、露店のようなものではなく、いわゆる山車のことです（写
真右参照）。祭りでは市内の町会が屋台を引っ張って町中を練り歩きます。屋台にはお囃子の人たちが乗っており、
お囃子が鳴り響きながら屋台は動きます。屋台は彫刻が施されたもの彩色されたものなど絢爛な造りで、一説によると
古い屋台では江戸時代に日光東照宮関係の宮大工の影響の下に造られたものもあるそうです。 

（弁護士 柴田 剛） 

編集後記🖋🖋 


